
県
下
住
宅
相
談
所
連
絡
協
議
会
会
議
を
開
催

県
下
住
宅
相
談
所
連
絡
協
議
会
会
議
を
開
催

〜
空
き
家
の
相
談
な
ど
が
増
加

〜
空
き
家
の
相
談
な
ど
が
増
加
〜〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年
の
全
建

総
連
第
61
回
定
期
大
会
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
全
建
総
連
が
メ
イ
ン
会
場

と
な
っ
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
あ

る
各
県
連
・
組
合
会
議
室
等
を
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ
「
Z
O
O
M
」

に
て
繋
ぎ
、
大
会
進
行
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

全
建
総
連
の
吉
田
委
員
長
か
ら
は
、

令
和
3
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て
、

各
省
庁
の
要
求
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
金
額

を
盛
り
込
ま
な
い
「
事
項
要
求
」
が

目
立
つ
形
と
な
っ
た
が
、
国
保
組
合

に
対
す
る
予
算
の
満
額
確
保
に
向
け
、

秋
以
降
も
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や
議
員

要
請
行
動
を
強
化
し
て
い
く
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
野
書
記
長
か
ら
の
基
調
報
告
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
組
合
活
動
等
へ
の
制

限
が
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、
国
保
組

合
に
対
す
る
予
算
の
満
額
確
保
に
向

け
、
多
く
の
組
合
員
が
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
ま
た
、

熊
本
で
の
応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設

の
状
況
報
告
が
あ
り
、
全
建
総
連
傘

全建総連　第61回定期大会

新型コロナを乗り越えよう
初のオンラインで大会進行

今
秋
今
秋  

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

第
32
回
住
生
活
月
間
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰 

 

西
川
　
清
昭 

氏（
氷
見
支
部
）

全
建
総
連
功
労
者
表
彰 

根
塚
三
起
生 

氏（
富
山
支
部
）

富
山
県
国
保
団
体
連
合
会
功
労
者
表
彰 

 

田
知
本
　
亮 

氏（
富
山
支
部
）

富
山
県
建
築
文
化
賞
建
築
功
労
賞 

 

上
山
　
吉
信 

氏（
小
矢
部
支
部
）

富
山
県　
富
山
の
名
匠
表
彰 

平
井
　
健
司 

氏（
砺
波
支
部
）

伝
統
的
技
能
者
表
彰 

山
田
　
隆
一 

氏（
黒
部
支
部
）

す
ぐ
れ
た
技
能
者
表
彰 

藤
畑
　
　
昭 

氏（
立
山
支
部
） 

 

宮
本
　
　
忠 

氏（
新
湊
支
部
）

富
山
県
技
能
士
会
連
合
会　
会
長
表
彰 

 

土
井
　
久
男 

氏（
上
市
支
部
）

富
山
市
技
能
勤
労
者
表
彰 

飯
田
　
政
浩 

氏（
水
橋
支
部
）

射
水
市
技
能
勤
労
者
表
彰 

板
倉
　
義
明 

氏（
新
湊
支
部
） 

 

横
堀
　
光
雄 

氏（
射
水
支
部
）

10月14日、全建総連第61回定期大会
が「全国の仲間の力を結集し、新型コロ
ナを乗り越え、賃金・単価を引き上げ、地
域に根ざした建設産業を守り抜こう」を
スローガンに開催され、全建総連傘下
53県連・組合から954人（うち委任状
448人）、富山県連からは会長、副会長

（2人）の3人、事務局2人の計5人が参加
しました。

下
の
組
合
か
ら
延
べ
約
1
万

2
千
人
が
従
事
し
（
富
山
県

連
か
ら
は
5
人
が
従
事
）、

現
時
点
で
3
9
6
戸
の
仮
設

住
宅
を
被
災
者
に
引
き
渡
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

運
動
方
針
案
と
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
共
生
を
目
指
し
た
組

合
運
動
の
推
進
、
建
設
国
保

の
育
成
・
強
化
、
建
設
業
に

お
け
る
働
き
方
改
革
関
連
法

へ
の
対
応
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
経
過
・
決
算
、
運
動
方

針
案
・
予
算
案
共
に
承
認
さ

れ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
4
日（
金
）午
後
2
時
よ
り
テ

ク
ノ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
県
連
支
部
長

会
が
開
催
さ
れ
、
37
名
の
支
部
長
が

出
席
し
（
内
委
任
状
出
席
1
名
）、

令
和
2
年
度
事
業
報
告
・
中
間
決
算

お
よ
び
令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
報
告
・
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
松
田
会
長
は
、「
2
月
よ

り
感
染
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

続
け
て
お
り
、
県
連
の
今
年
度
事
業

に
お
い
て
も
各
種
会
議
・
イ
ベ
ン
ト

12
月
11
日

（
金
）午
後
2

時
よ
り
、
県

下
住
宅
相
談

所
の
相
互
情

報
交
換
を
目

的
と
し
た
連

絡
会
議
が
県

連
会
館
で
開

催
さ
れ
、
県

の
住
宅
建
築
課
岡
田
課
長
ほ
か
2
名
、

県
連
か
ら
松
田
会
長
、
県
下
8
ヶ
所

の
相
談
所
長
が
参
加
し
た
。

こ
の
住
宅
相
談
所
は
、
地
域
住
民

が
住
宅
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き

る
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
と
し
て
開
設
し

て
い
る
も
の
で
、
常
設
窓
口
の
ほ
か

の
中
止
、
延
期
な
ど
を
余
儀
な
く
さ

れ
事
業
計
画
の
大
幅
な
く
る
い
が
生

じ
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。
次
年
度
計
画
に
お
い
て
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
前
提
と
し
な
が
ら

も
活
力
あ
る
県
連
活
動
を
取
り
戻
し

た
い
。
」
と
挨
拶
し
、
協
議
に
入
り

ま
し
た
。

会
議
は
、
両
砺
波
地
協
庄
東
支
部　

板
屋
雅
一
氏
の
議
長
の
下
進
め
ら
れ
、

令
和
2
年
度
事
業
報
告
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
未
実
施
事
業
が
多
数

発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
剰
余
金
約

8
0
0
万
円
の
処
分
案
に
つ
い
て
、

ま
た
令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
収
入
4
4
,
9
9
0
千
円
、

支
出
4
4
,8
6
0
千
円
（
減
価
償
却

費
除
く
）
の
予
算
案
な
ど
が
協
議
さ

れ
、
す
べ
て
の
協
議
事
項
は
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
今

後
12
月
22
日
開
催
の
評
議
員
会
の
審

議
の
後
、
令
和
3
年
2
月
5
日
開
催

予
定
の
県
連
定
期
総
会
に
付
議
さ
れ

る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
3
回
支
部
長
会
を
開
催

令
和
2
年
度
事
業
報
告・中
間
決
算
お
よ
び

令
和
3
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て
協
議

令
和
２
年
度

月
1
回
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

で
の
開
設
な
ど
よ
り
身
近
な
も
の
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

会
議
で
は
、「
行
政
か
ら
の
助
成
が

減
る
一
方
で
相
談
所
運
営
に
苦
慮
し

て
い
る
。
」「
最
近
は
空
き
家
に
関
す

る
相
談
が
増
え
、
権
利
関
係
な
ど
専

門
知
識
が
必
要
と
な
り
不
動
産
屋
と

提
携
し
て
い
る
。
」
な
ど
相
互
の
課

題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
た
。

な
お
、
県
下
相
談
所
は
多
い
時
で

13
支
部
で
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
、
八
尾
、
新
湊
、
射
水
、
高
岡
、

氷
見
、
砺
波
、
小
矢
部
、
福
光
の

8
ヶ
所
と
な
っ
て
い
る
。

	▶
挨
拶
す
る
松
田
会
長

喜びの西川氏▶

	◀根塚氏

県の岡田課長の挨拶

	▶
ス
ク
リ
ー
ン
に
向
か
っ
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

（
県
連
会
館
会
議
室
会
場
）

	▶
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
の

会
議
風
景

	▶
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
の

大
会
参
加
風
景
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今のうちに技術を身につけること、
その経験がいずれ自分のためになる
新川地協　入善支部
長田 泰彦さん（58歳）

Ｑ　

最
後
に
、
若
い
世
代
の
大
工
に

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

今
の
う
ち
に
少
し
で
も
技
術
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
い
ず
れ
年
を

と
っ
た
と
き
に
、
そ
の
技
術
の
あ
り

が
た
さ
が
身
に
し
み
て
わ
か
っ
て
く

る
時
が
来
る
。
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
現
場
に

行
っ
て
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
記
憶
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
。

中
で
も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
解
体
現
場
は
面
白

い
。
新
築
現
場
は
プ
レ
カ
ッ
ト
で
、
建
て
る

と
い
う
よ
り
は
い
わ
ば
手
順
通
り
に
“
組
み

立
て
る
”
だ
け
だ
が
、
昔
の
人
が
建
て
た
家

を
解
体
し
て
み
る
と
、
材
木
の
木
の
継
ぎ
方
、

材
質
、
土
台
の
種
類
な
ど
、
今
と
違
っ
て
い

て
大
変
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

木
が
腐
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
れ
ば
、
な
ぜ
こ

こ
だ
け
が
腐
っ
て
い
る
の
か
、
腐
っ
て
い
る

所
と
そ
う
で
な
い
所
の
『
差
』
は
何
な
の
か

を
考
え
て
み
る
。
そ
う
い
っ
た
経
験
や
知
識

が
積
み
重
な
る
こ
と
で
、
実
際
に
自
分
が
新

築
住
宅
を
建
て
る
と
き
に
、
き
っ
と
役
に

立
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

ま
た
、
住
宅
建
築
は
大
工
だ
け
で
で
き
る

の
で
は
な
く
、
配
管
や
電
気
工
事
な
ど
、
20

～
30
も
の
他
業
種
の
方
が
関
わ
り
合
っ
て
で

き
あ
が
る
も
の
。
欠
陥
住
宅
に
な
ら
な
い
よ

う
、
日
頃
か
ら
お
互
い
に
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
仕
事
を
進
め
る

こ
と
が
大
事
だ
。

Ｑ　

大
工
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ　

父
親
は
大
工
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

親
戚
に
大
工
が
6
人
も
お
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
そ
こ
へ
出
入
り
し
て
い
た
の
が
き
っ

か
け
。
高
校
卒
業
後
、
普
通
の
会
社
に
就

職
し
た
が
、
大
工
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
続
け
、

1
年
ほ
ど
で
会
社
を
辞
め
た
後
、
二
十
歳

で
大
工
一
本
に
な
っ
た
。
棟
梁
を
し
て
い

た
従
兄
弟
の
元
に
弟
子
入
り
し
、
30
代
前

半
で
独
立
す
る
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
。

現
在
は
2
人
の
弟
子
を
抱
え
、
長
田
建
築

を
営
ん
で
い
る
。

Ｑ　

修
業
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を

振
り
返
っ
て
。

Ａ　

修
業
時
代
の
棟
梁
は
や
は
り
、
厳
し

か
っ
た
。
好
景
気
に
沸
い
た
時
代
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
毎
日
大
変
忙
し
く
、
掛
け

持
ち
で
建
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
親

方
が
「
や
る
」
と
言
え
ば
、
休
日
返
上
で

働
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、
仕
事
に

は
厳
し
い
親
方
だ
が
、
ひ
と
た
び
仕
事
が

終
わ
る
と
、
従
兄
弟
と
い
う
近
し
い
間
柄

も
あ
っ
て
、
一
緒
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
な

が
ら
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

独
立
し
て
か
ら
は
、
店
舗
や
事
務
所
の

ほ
か
、
年
間
2
棟
は
一
般
住
宅
を
建
て
、

こ
れ
ま
で
40
～
50
棟
ほ
ど
手
が
け
て
き
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
も

含
め
て
、
こ
れ
ま
で
仕
事
が
途
切
れ
る
こ

と
も
な
く
、
最
近
よ
う
や
く
一
息
つ
い
た

と
こ
ろ
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
キ
ッ

チ
ン
や
バ
ス
・
ト
イ
レ
な
ど
の
水
回
り
製

品
の
発
注
に
遅
れ
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
い

た
だ
い
た
依
頼
は
す
べ
て
延
期
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

建設キャリアアップシステム
10月からの制度改正のお知らせ

１．料金の改定（事業者料金は10月から変更。技能者登録料は来年4月から変更）
●事業者の登録・利用料
①事業者登録料（5年ごと）
現⾏料⾦の2倍
（料⾦表は右欄に記載）
②管理者ID利⽤料（1年ごと）
1IDあたり11 ,400円
（旧2,400円）
※�⼀⼈親⽅は、現⾏の2,400
円に据え置き。

③現場利⽤料（利⽤ごと）
1⼈⽇・現場あたり10円
（現⾏3円）
※�10⽉1⽇以降にデータが登
録された就業履歴に適⽤。

2．お問い合わせセンターにおける電話受付の終了
2020年９⽉30⽇㈬をもって電話受付を終了しました。10⽉以降のお問い合わせは、建設キャリアアップシステムホームペー

ジの「お問い合わせフォーム」をご利⽤ください。

3．郵送申請・受付窓口申請の受付終了
2020年９⽉30⽇㈬をもって郵送申請および受付窓⼝での申請の受付を終了しました。10⽉以降はインターネット申請をご
利⽤ください。

今月号の職種別レベル基準の紹介
 電気工事技能者 　レベル1～4の基準

就業日数 保有資格 職長又は班長
としての就業日数

レ
ベ
ル
4

10年
（2150日）

●登録電気工事基幹技能者
●優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）
●卓越した技能者（現代の名工）
◇レベル２、３の基準に示す保有資格	【必須】

職長として
3年

（645日）

レ
ベ
ル
3

5年
（1075日）

・第一種電気工事士免状取得者
※	ただし、下記の保有資格にあっては、それぞれ指定する就業日数を満たすことでレベル３の
保有資格を有するものと取り扱う。
✓	第一種電気工事士試験合格者で認定電気工事従事者（就業日数1,505日（7年）以上）
✓	青年優秀施工者土地・建物産業局長顕彰者(建設ジュニアマスター)で第二種電気工事
士免状取得者（就業日数1,505日（7年）以上）
✓	第二種電気工事士免状取得者で認定電気工事従事者（就業日数2,150日（10年）以上）
◇レベル２の基準に示す保有資格	【必須】

職長又は班長
として1年
（215日）

レ
ベ
ル
2

3年
（645日）

●第一種電気工事士試験合格者
●第二種電気工事士免状取得者

レ
ベ
ル
1
建設キャリアアップシステムに技能者登録され、かつ、レベル２から４までの判定を受けていない技能者

※◇印の保有資格は、必須。●印の保有資格は、いずれかの保有で可。

 配管技能者 　レベル1～4の基準

就業日数 保有資格 職長又は班長
としての就業日数

レ
ベ
ル
4

10年
（2150日）

●登録配管基幹技能者
●優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）
●１級管工事施工管理技士
●給水装置工事主任技術者
◇レベル２、３の基準に示す保有資格	【必須】

職長として
3年

（645日）

レ
ベ
ル
3

7年
（1505日）

●１級配管技能士
●２級管工事施工管理技士
●排水設備工事責任技術者
●配水管工技能者
◇職長・安全衛生責任者教育	【必須】　◇レベル２の基準に示す保有資格	【必須】

職長又は班長
として1年
（215日）

レ
ベ
ル
2

3年
（645日）

●２級配管技能士
●	高所作業車運転特別教育	又は	高所作業車運転技能講習
●給水装置工事配管技能者
●地山の掘削及び土止め支保工作業主任者
●石綿作業主任者

レ
ベ
ル
1
建設キャリアアップシステムに技能者登録され、かつ、レベル２から４までの判定を受けていない技能者

※◇印の保有資格は、必須。●印の保有資格は、いずれかの保有で可。

技能者・事業者登録は、インターネット申請で！

（後払い）

まず、登録責任者を
選任します。支払い
の依頼メールや事業
者IDの通知メール
が届きます。

私が管理します。

〈事業者登録〉

インターネット申請の流れ
〈技能者登録〉

事業者登録料（５年ごと）
資本金 新料金 旧料金

一人親方 変更なし ０円

一人親方以外の個人事業主 6,000円 3,000円

500万円未満 6,000円 3,000円

500万円以上1,000万円未満 12,000円 6,000円

1,000万円以上2,000万円未満 24,000円 12,000円

2,000万円以上5,000万円未満 48,000円 24,000円

5,000万円以上１億円未満 60,000円 30,000円

１億円以上３億円未満 120,000円 60,000円

３億円以上10億円未満 240,000円 120,000円

※	2020年9月30日までに申請された次の場合は現行
料金を適用いたします。

●�技能者の登録方式・登録料改定
（令和3年4月より2段階登録方式に変更）
①簡略型登録
登録料2,500円
登録必須項目：本⼈情報、社会保険
加入の有無など
②詳細型登録
登録料4,900円
登録必須項目：簡略型の登録内容に
加え保有資格、各種研修受講履歴、
健康診断履歴、表彰履歴など
③簡略型から詳細型への変更
変更料2,400円
※変更申請料は簡略型と詳細型の差額

	▶
去
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
手
が
け
た
新
築
住
宅
の
数
々
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R２.１２.１時点での対応です。
今後、対応方法が変わる可能
性もありますので、都度確認を
お願いします。

新型コロナウイルス関連情報 当
組
合
は
、
昭
和
45
年
8
月
に
創

立
さ
れ
て
か
ら
、
令
和
2
年
度
で
満

50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
組
合
会
で
承
認
を
得
た
事
業
方

針
に
基
づ
き
実
施
内
容
を
検
討
（
第

2
6
6
回
理
事
会
）し
た
結
果
、“
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

社
会
習
慣
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と

か
ら
、「
新
し
い
生
活
様
式
」”
と
し

て
日
々
の
検
温
が
容
易
に
行
え
る

「
非
接
触
体
温
計
」
を
3
月
に
贈
呈
い

た
し
ま
す
。

国
保
組
合
創
立
50
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

い
う
特
殊
な
状
況
下
で
取
組
む
こ
と

と
な
っ
た
“
国
保
組
合
に
対
す
る
国

庫
補
助
の
現
行
水
準
確
保
を
求
め
る

「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動（
秋
）」”
に
つ
い

て
は
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
で
記
載

し
た
手
書
き
ハ
ガ
キ
8
,4
7
6
枚
と

多
数
の
結
集
と
な
り
ま
し
た
。
我
々

の
要
望
を
厚
労
省
と
財
務
省
に
届
け

る
た
め
11
月
27
日
に
投
函
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
算
確
保
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
つ
い
て

「新型コロナウイルスに
係る傷病手当」について
適用期限が、令和 2年
12月 31日を令和 3年 3
月 31日までに再度延長
となりました。
「新型コロナウイルス
に係る傷病手当」の実施
要領については、当国保
のホームページに掲載し
てありますのでご確認下
さい。

こ
の
た
び
、
当
国
保
組
合
の
田
知

本
副
理
事
長
が
、
富
山
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
よ
り
令
和
2
年
度

国
保
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 富

山
県
国
保
団
体
連
合
会

功
労
者
表
彰

今年度の新規講習（丸のこ、フルハーネス特別教育）実施報告
今年度県連主催による独自講習は、12⽉8⽇の第2回フルハーネス墜落制止器具特別講習をもって終了しました。
今年度の受講者は下記の表のとおりで、丸のこ特別教育受講者95名、フルハーネス特別教育受講者59名で多

くの組合員に受講いただきました。
次年度も開催を予定しておりますので、今年受講できなかった⽅は、是非申し込んでください。

丸のこ作業従事者特別教育
開 催 日 場所 参加人数

第1回 8/28（金） 高岡プール研修室 20人
第2回 9/25（金） 有磯ドーム研修室 32人
第3回 10/23（金） 砺波まなび館 26人
第4回 11/17（火） 県連会館大会議室 17人

合計受講人数 95人

フルハーネス特別教育
開 催 日 場所 参加人数

第1回 9/4（金） 県連会館大会議室 32人
第2回 12/8（火） 県連会館大会議室 27人

合計受講人数 59人

富山地協　八尾支部
若木 篤志

富
山
地
協
八
尾
支
部
の
若
木
で
す
。

昨
年
度
よ
り
青
年
部
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
発
生
に
よ
り
す
べ
て
の
組
合
行
事

が
中
止
と
な
り
、
各
支
部
の
方
々
や

人
と
し
て

地
元
の
青
年
部
の
仲
間
と
の
活
動
、

意
見
交
換
の
場
が
無
か
っ
た
こ
と
が

と
て
も
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
来

年
は
ひ
と
つ
で
も
多
く
活
動
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
、
社
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
見
え
な
い
敵
と
向
き
合
い
な
が

ら
仕
事
や
地
域
行
事
な
ど
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
変
化
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
今
何
が
で

き
る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
日
々
で

す
。
大
工
と
し
て
お
客
様
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
仕
事
プ
ラ
ス
現
場
等
の
コ

ロ
ナ
対
策
、
自
己
管
理
な
ど
い
ろ
ん

な
こ
と
に
気
を
使
い
な
が
ら
過
ご
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

人
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

インフルエンザと新型コロナの違い
インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症

特徴的な症状 ワクチン接種の有無などにより程度の
差があるものの、しばしば高熱が出る

発熱に加えて、味覚障害・嗅覚障害を伴
うことがある

潜伏期間 1～2日 1～14日（平均5～6日）

無症状での感染
10％

無症状の患者の場合、
ウイルス量は少ない

数%～60％
無症状の患者でも、

ウイルス量は多く、感染力が強い
ウイルス排出のピーク 発症してから2～3日後 発症1日前～発症日

重症度 多くは軽症～中等症 重症になりうる
致死率 0.1%以下 3～4%

重い呼吸不全（ARDS）の合併 少ない しばしばみられる

●
物
故
会
員
名

（
令
和
２
年
9
月
19
日
～
令
和
２
年
12
月
8
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

立

山

村
上　

信
治

80
歳

高
岡
東
部

上
田　

修
二

70
歳

入

善

塚
田　

隆
志

66
歳

富

山

淺
野　

健
治

90
歳

朝

日

平
田　

博
之

63
歳

以
上
5
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

2021年4月から「省エネ性能の説明」が義務化
建築物省エネ法の改正により、2021年4月から住宅の省エネ性能について、建築士から
建築主への説明が義務化されます。
省エネ基準を満たしているか否か、満たしていない場合に省エネ性能確保するためにどの
ような措置をとるのかなどの説明を書面にて行わなければなりません。
ただし、「説明」が義務になっただけで、省エネ法による一定の「基準」を満たすことが
義務化されたわけではありませんのでご注意ください。

〈説明義務制度の概要〉
◆対　　象：300平米未満の原則全ての住宅・非住宅（戸建住宅や小規模店舗等が対象）
◆説 明 者：建築士が建築主に説明
◆説明内容： 
1．省エネ基準への適否 
2．（省エネ基準に適合しない場合）省エネ性能確保のための措置
※1　建築主が省エネ性能に関する説明を希望しない旨の意思を表明した場合は、説明不要です。
※2　	マンションや分譲戸建住宅の購入時や賃貸住宅の賃借時において、売り主や仲介事業者に対して適

用されるものではありません。
◆説明方法：書面
※3　説明に用いる書面については、建築士事務所の保存図書に追加される予定です。

各種資格を取られた方はご確認ください。
資格取得報奨金の申請を！
県連では、組合員で平成30年度4月以降に資格を取得

された方に、資格区分に応じて報奨金（1万円～3千円）
を支給しております。せっかくの制度ですのでご活用の
ほどお願いいたします。

なお、申請有効期間は、資格取得日から3年以内です。
支給対象とする資格は決まっておりますので、県連ホー

ムページでご確認願います。
申請方法、申請書式は県連ホームページからダウンロー

ドできます。

診療・検査 「診療・検査医療機関」

相談した医療機関で
新型コロナの診療・検査はできますか？

「受診・相談センター」に、電話で相談
（厚生センター・保健所等に設置）

いいえいいえ

できるできる

どの医療機関に相談すれば
よいかわからない場合も、
「受診・相談センター」に相談

検査可能な
「診療・検査医療機関」
をご案内

検査可能な
「診療・検査医療機関」
をご案内

できないできない

かかりつけ医 等の
地域で身近な医療機関に、電話で相談

はいはい

熱が出てしまった！
そのときは、まず電話を！

かかりつけ医など、身近に相談できるお医者さんはいますか？
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～熱きハートと技能でチャレンジ！～

令和３年度 第36回 全国青年技能競技大会参加者募集
県連では、令和3年9月に島根県で開催が予定されている第36回全
国青年技能競技大会参加者を募集しています。
なお、県予選のための勉強会を5月
に、また県予選を6月に開催を予定し
ております。
出場資格は、36歳以下の大工技能者
組合員（令和3年4月～令和4年3月
の間の年齢）です。
詳しくは、県連ホームページでご案
内します。

高岡地協　高岡支部
箱江 良一

私
は
特
に
趣
味
と
い
う
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
ゴ
ル
フ
へ
行
く

こ
と
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
先
行
き
が
見
え
な
い
社
会
状

況
の
中
、
感
染
に
対
し
て
無
責
任

な
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
、

ご
批
判
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

予
防
対
策
を
し
つ
つ
、
ゴ
ル
フ
を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
を
し
た
の
は
二
十
年
ほ

ど
前
、
当
時
は
景
気
の
良
い
時
代

で
、
プ
レ
ー
代
は
高
額
で
し
た
が
、

町
内
会
や
取
引
先
の
コ
ン
ペ
に
誘

わ
れ
て
、
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
体
力
も
感
覚
も
今

よ
り
優
れ
、
そ
れ
な
り
に
上
達
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
ば

ら
く
し
て
仕
事
や
諸
事
情
で
行
か

な
く
な
り
、
休
止
。
ゴ
ル
フ
用
品

は
物
置
に
置
い
た
ま
ま
埃
を
被
っ

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
年
前
の
県
連
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
か
ら
再

度
目
覚
め
、
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

す
で
に
六
十
を
過
ぎ
、
先
は
長

く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い

ろ
ん
な
関
係
の
人
達
と
プ
レ
ー
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
進
歩
で
き
た
ら
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

青
空
の
下
、
プ
レ
ー
す
る
の
は

特
に
気
分
爽
快
で
、
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
通
り
に
打
て
た
時
は
格
別

で
す
。
上
手
下
手
は
抜
き
に
し
て
、

明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た

中
学
校
時
代
の
同
級
生
と
は
、
ゴ

ル
フ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
友
達

の
輪
が
広
が
り
、
出
会
い
の
機
会

も
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
心
身
と
も
に
健
や

か
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
楽
し
み
と
し

て
、
長
く
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
収
束
に
向
か
い
、
平
常

通
り
の
活
動
が
再
開
で
き
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

●タテのキー
①牛肉を使った鍋料理の定番
②こたつで皮をむきながら食べます
④立ったままでいると足や○○がつらい
⑤吊してさばく、冬の深海魚
⑥天に任せよう
⑧忘年会に新年会、これが酷使される時期
⑩⼀⽉七⽇に食べる春の七草のひとつ
⑫屋台で売りに来る、ほくほくのおやつ
⑭留守宅を狙う泥棒
⑯来年のことです
⑰ボラの卵巣を使った珍味
⑱いろんな具材をみんなでつつきましょう
⑲お正⽉に、まめに働けますようにと食べる
⑳ブルーチーズのブルーはこれ
㉔食べ過ぎて苦しい、これのベルトをゆるめよう
㉖地球面積の約4分の1
㉗徹夜して○○を詰めて勉強する

●ヨコのキー
①イカはこれを吐く
③寒いときにあったまる、甘い飲み物
⑥冬至に食べるカボチャは○○科
⑦チャンスです
⑨産地直送でフレッシュ
⑪○○○○で元気な子供たち
⑬肩の○○がひどい
⑮忘年会の○○○○で⼈気者に
⑰海のミルクといわれる貝
⑱養って育てること
⑲新学期に○○○のみんなと会う
⑳冬に辛いチゲ鍋を食べて○○をかいた
㉑整備されていない場所を走るバイクレース
㉒○○○がいっぱいになるまで食べた
㉓何も混じっていないピュアなウォーター
㉕部屋の○○にポスターを貼る
㉗⽇本⼈の主食
㉘コンビニでも買える、ほかほかの肉入り中華饅頭
㉙年越しに食べる蕎麦は○○類の食品

寒い冬には温かい食べ物が一番！
解答欄 A B C D E F G

●先回の解答　ツキミダンゴ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。	
〈当選者名〉（敬称略）	
稲田加代子（射　水）　　横尾　宗憲（新　湊）
木下　清昭（氷　見）　　池田　祐亮（福　光）
村田　邦弘（小矢部）

●応募方法　Ａ～Gの文字を順番に並べてできた言葉（解答）と
住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記までお送り
ください。FAXでも受け付けます。5名様（正解者多数の場合は
抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。解答と当選者は匠
206号で発表します。

●応募締切日　令和3年2月25日（木）消印有効
●送付先
・〒939-8251　富山市西荒屋25-4	
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

・FAX：076-428-8277

私
の
楽
し
み

立
山
中
央
小
学
校
５
年
生

安
田��

ぜ
ん
さ
ん ●今回のお父さん

富山地協　富山支部　安田�竜二さん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
が
大
工
で

よ
か
っ
た
こ
と
が
2
つ
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1
つ
目
は
、
家
を
建
て
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
家
を
建
て
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
い
た

の
で
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
大
変
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　

　
2
つ
目
は
、
家
の
た
な
や
小

物
や
ブ
ラ
ン
コ
を
作
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。
た
な
を
作
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
で
本
が
お
け
る

よ
う
に
な
っ
た
し
、
小
物
を

作
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
家
の

中
が
よ
く
な
っ
た
し
、
ブ
ラ
ン

コ
で
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
　

　
だ
か
ら
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
が

大
工
で
よ
か
っ
た
で
す
。
　
　

前号（10月発行204号）４面	建退共の案内文におきまして、月掛け金を6,550円と
記載しておりましたが6,510円の誤りでしたので、謹んでお詫びし訂正いたします。

令和2年12⽉までに売上が前年の同じ⽉と比べて50％以上減少した
⽉がある事業者等が対象。

※�持続化給付⾦は売上の補填であるため「事業収入」となり、�所得税の課
税対象です。しかし商品販売等の対価ではないので、�消費税の課税対象外
（不課税）�です。ご注意ください。
【申請方法】インタ�ーネットからの申請となります。
※�これから新規に申請する⽅向けのホームページはURLが変わっていますの
でご注意ください

コ
ロ
ナ
対
策

持続化給付金申請期限迫る
2021年1月15日まで

給付額：前年の総売上（事業収入）一（前年同月比▲50％月の売上x12カ月）

中小法人等：最大200万円 個人事業者等：最大100万円/

【申請期限】2021年1月15日まで
【お問い合わせ先】直通番号：0120-279-292
IP電話専用回線：03-6832-6631
受付時間：	8時30分～19時　日曜～金曜	

（土曜日・祝日を除く）

�LINEでのお問い合わせ
LINE公式アカウントから、お問い合わせ
をいただけます。9/1以降に新規申請され
る方の窓口となります。

LINEで質問　〉
LINEアプリのインストールが必要です。

スマートフォンからはこちら

（https://jizokuka-kyufu.go.jp/）。

	▲令和2年度予選会の様子

令和２年（2020年）12月22日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第205号　　( 4 )

ホームページアドレス　http://www.kenchiku-toyama.com ／ Eメールアドレス　kenchiku-toyama@syd.odn.ne.jp


